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最近14年 間の群馬県立がんセ ンター泌尿器科

入院手術統計(1986年1月 ～1999年12月)

群馬県立がんセンター泌尿器科(部 長:鈴 木孝憲)
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   The patients, diseases and operations experienced between 1986 and 1999 in our department were 
analyzed. The number of in-patients has been increasing since 1995. Renal cell carcinoma, urinary 
bladder cancer and testicular cancer have been gradually increasing recently, and in-patients with 

prostate cancer have increased markedly. Pelvic and ureteral cancers were almost constant during 
this period. Radical nephrectomy and prostatectomy have been increasing since 1994 and 1990, 
respectively. The examinations for malignancy, especially prostate biopsy, have been increasing. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  46:  519-522, 2000) 
Key  words  : Clinical statistics, Gunma Cancer Center

　　　　　　　　緒　 　　 　　言

　群馬県立がんセンターは1972年4月 に群馬県立がん

センター東毛病院として,癌 一小児慢性疾患 ・結核の

三部門の診療を開始 した.同 年4月 に泌尿器科が開設

され,今 年で28年 になる.当 院は1998年4月 に群馬県

立がんセンターと改称され,が ん専門病院として再出

発 した ところであ る.そ こで今 回,最 近14年 間

(1986～1999)の 入院手術統計を行ったので報告する.

　　　　　　　　対象お よび方法

　入院統計は,1986年1月 より1999年12月 までに群馬

県立がんセンター泌尿器科に入院した患者 を対象とし

た,手 術内容については癌に対する手術 をおもに登録

し,画 像診断,治 療目的の血管カテーテル法,癌 精査

目的の生検は除外 した.1回 の入院で複数回の手術を

施行した場合は,主 たる手術 を登録 した.癌 の合併症

に対する観血的手術は手術に登録 した.良 性疾患に対

する入院での観血的手術は登録 し,外 来での手術はす

べて除外 した.

統計処理は複数年度にまたがる入院は入院年度に登

録 し,同 一疾患で1年 間に複数回入院 した場合は入院

した回数を登録した.

結果お よび考察

1入 院患者数と手術件数(Tablel)

1)患 者総数:14年 間で2,571人 が入院 した.男 性

2,192人,女 性379人,男 女比5.8:1で あった.入 院

患者数は1995年 以後,増 加 していた.男 性の入院患者

数が多 く,年 々入院数が増加 している結果は,他 の報

年度

患者数

男性

女性

手術件数

男性

女性
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告と同様であったD近 年.入 院期間の短縮が推奨さ

れ,当 科で も手術前の入院期間の短縮,化 学療法のた

めの再入院期間の短縮に努めている.1999年4月 より

9月 までの平均在院日数は18.8日,癌 症例で生存退院

例21.0日,死 亡退院例23.0日,良 性疾患例6.7日 で

あった.今 後,入 院患者数の増加が予想され,効 率の

良い入院治療を行う必要性が示唆された.

2)手 術総件数:938件 の手術が行われ,男 女比

5.7:1で,入 院男女比 とほぼ一致 していた.年 度別

手術件数の変化では,1990年 から1996年 まで件数の減

少傾向が見 られたが,そ の後増加に転 じていた,最

近,地 域の中心的病院の入院患者数,手 術件数の増加

が報告されておりD,当 院でも入院患者数の増加が見

られ,今 後の手術件数の増加が期待された.

2.主 たる疾患別の推移

1)腎 細胞癌(Table2):1992年 以前(前 半)と

1993年以後(後 半)の 根治的腎摘出術数を比較すると

手術件数は1.4倍 に増加 していた.増 加の原因は偶発

腎癌による紹介患者の増加であった。この現象は他施

設で も報告され1・2),最近の泌尿器科の傾向と考えら

れた.最 近の入院患者数の増加が見られたが,転 移癌

と再発癌に対する治療の入院であった.そ の他の手術

の内容は腎部分切除術と転移癌 に対する摘出手術で

あった.

2)腎 孟尿管癌(Table3):前 半 と後半 を比較する

と,腎 尿管全摘出術および尿管部分切除術数は後半が

減少 していた.原 因はリンパ節転移や多臓器転移によ

る手術不能症例の増加であった.尿 管部分切除術 は尿

管鏡下の観察と腫瘍生検による組織像の確認,画 像に

よる浸潤の有無を診断 し,限 られた症例 に行ってい

る.そ の他の手術内容は転移巣に対する摘出術であっ

た.

3)膀 胱癌(Table4):入 院患者数は後半に軽度増

加が見られた.手 術では膀胱全摘出術 と膀胱部分切除

術 は前半に多 く見 られた.経 尿道的切除術(TUR-

Bt)は 後半 に多 く,ま た,CDDP併 用放射線治療お

よび全身化学療法による膀胱温存症例が見 られた.手

術統計の報告ト3)では膀胱全摘 出術 は近年減少 し,

TURが 主流 となってお り,当 院の結果 も同様であっ

た.膀 胱全摘出術後の尿路変更では前半では回腸導

管,S状 結腸吻合術,コ ック式尿路変更術,回 腸上行

結腸利用による自然排尿型代用膀胱が多かったが,後

半では回腸導管,イ ンディアナパウチ式尿路変更,ハ

ウトマン式自然排尿型尿路再建術が主流であった.そ

の他の手術内容は尿路変更術のみの症例,代 用膀胱術

後の合併症に対する尿管代用膀胱吻合術,転 移巣に対

する摘出術であった.

4)前 立腺癌 と前立腺肥大症(Table5,6):前 立

腺癌症例の入院患者数は年々増加 していた.新 規登録

患者の増加と再燃癌に対する化学療法の短期入院患者

の増加が原因であった.手 術面では前立腺全摘出術数

は後半で2倍 に増加していた.全 摘数の増加は他施設

でも報告 されていた2～4)そ の他の手術内容は両側精

巣摘出術,排 尿障害に対する経尿道的前立腺切除術

(TURP)が おもであった.前 立腺肥大症に対す る手

術例は年々減少する傾向にあった.癌 を中心に治療を

行う当院では,今 後,さ らに減少す るものと思われ

た.手 術内容ではTURPの 比率が後半で高 くなって

いた.前 立腺被膜下摘除術の適応は推定摘出前立腺重

量50g以 上で行っている5)

5)精 巣癌(Table7):新 規精巣癌症例は後半で増

加していた,転 移を有する症例に対する治療は前半で

は全身化学療法 と放射線治療がお もであったが,後 半

では全身化学療法後に残存腫瘍の摘出および後腹膜 リ

Table2.腎 細 胞癌症例

年度 19861987198819891990199119921993199419951996199719981ggg

患者数 2518192 6 7 5 2 7 5 lll61712

男性

女性

1817152

7140

5

1

6

1

4

1

2

0

5

2

3

2

8121111

3451

根治的腎摘8

その他0

4

0

32

00

3

0

3

0

2

0

1

0

6

0

4

0

5

0

9

0

6

3

5

2

Table3.腎 孟 尿管癌症例

年度 19861987198819891990199119921993199419951996199719981999

患者数 6 6 7 2 411 5 3 4 3 6 5 ll 7

男性

女性

5

1

5

1

1

4

3

1

7

4

2

3

0

3

4

0

3

0

6

0

5

0

64

53

腎尿管全摘4

尿管部分切除0

その他0

2

2

0

1

2

0

1

1

0

2

0

0

2

1

0

2

0

0

0

0

0

2

0

0

2

0

0

1

0

0

1

0

0

31

11

10



鈴木,ほ か:臨 床統計 ・群馬県立がんセンター 521

Table4.膀 胱 癌症例

年度 19861987198819891990199119921993199419951996199719981999

患者数 434038364229 4148312332664553

男性

女性

313729303326

正239693

3135281426513845

10133961578

膀胱全摘

膀胱部分切除

TUR

その他

153062

232210

342219201721

012100

52102822

0000

25151919

2120

0010

22413141

0006

Table5.前 立 腺癌症例

年度 19861987198819891990199119921993199419951996199719981999

患者数 158 19162319 32253459315078119

前立腺全摘

その他

1

0

0

4

0

3

2

5

2

2

3

3

3

3

4

1

3

1

3

2

0

7

1

3

4

2

Table6.前 立腺肥大症例

年度 19861987198819891990199119921993199419951996199719981999

患者数 8 924341414 21151115167 148

前立腺被膜下4

TUR4

91216

0917

6

3

6

8

95

1210

311133

814156115

Table7.精 巣 癌症例

年度 19861987198819891990199119921993199419951996199719981999

患者数 3 5 4 1 1 0 4 9 3 3 3 2 312

高位精巣摘除2

RPLDO

2

0

3

0

0

0

1

0

0

0

2

0

5

0

3

0

3

0

1

0

2

0

310

11

Table8.そ の他の癌症例

年度 19861987198819891990199119921993199419951996199719981999

副腎癌

Wilms腫 瘍

尿道癌

陰茎癌

尿膜管癌

0

0

0

1

0

0

0

1

0

2

0

0

1

1

0

0

0

1

1

0

O

l

O

O

O

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

1

1

0

0

0

2

0

0

0

0

正

0

Table9.癌 の精査 目的入院症例

年度 19861987198819891990199119921993199419951996199719981999

副腎

腎

腎孟尿管

膀胱

前立腺

1

0

0

4

12

0

0

0

3

11

O

l

l

4

36

0

0

0

4

24

O

l

O

O

23

0

0

0

4

27

0

0

0

3

48

O

l

l

l

0

1

0

2

35

0

0

1

5

64

0

0

1

5

58

0

0

2

1

72

2

0

3

6

62

0

0

0

2

88

ンパ節郭清術が施行 されていた.

6)そ の他 の癌(Table8):そ の他 の癌 では陰茎癌

が最 も多 く見 られ,つ ぎに尿道癌であ った.14年 間 で

尿 膜管癌3例,副 腎癌1例,Wilms腫 瘍1例 であ っ

た,

7)癌 の 精査 目的入院症例(Table9):癌 の精査 目

的で生検 または細胞診検査(の う胞穿刺など)を 施行

した症例を集計 した.最 も多い検査は前立腺針生検

で,年 々増加 していた.生 検法は超音波下系統的生検

法6)が施行されていた.腎 孟尿管の精査は,最 近では

尿管鏡下の観察 と生検が施行されていた,

8)良 性疾患および他科疾患の合併症 に対す る手
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術:前 半では停留精巣に対する精巣固定術,陰 嚢内手

術,水 腎症に対する腎摘出術,尿 路結石症に対する手

術,腎 痩造設術など良性疾患に対する手術が行われて

いた.後 半では他科の癌治療後の合併症に対する尿路

再建手術がおもに行われていた.子 宮癌浸潤,他 科再

発癌による水腎症に対 しては尿管ステント留置を第一

選択に施行 しているが,今 回の手術統計では除外 し

た.

結 語

1.群 馬 県立がんセンター泌尿器科における最近14

年 間(1986--1999)の 入 院手術統計 を報告 した.

2.腎 細 胞癌,膀 胱癌,前 立腺癌,精 巣癌の入院患

者数の増加が見 られた.

3.手 術 では根治的腎摘 出術,前 立腺全摘出術 の増

加がみ られ,膀 胱癌に対す る手術 ではTUR-Btが 主

であった.尿 路変更術ではイ ンデ ィアナパ ウチ式尿路

変更,ハ ウ トマ ン式 自然排尿型尿路再建術が近年で は

施行 されていた.

4.癌 の精査 目的入院患者では前立腺針生検が最 も

多 く,年 々増加 していた.

本論文の発表にあたり,こ れまで当科に勤務 されました佐

藤 仁先生,諸 先生方のご業績とご苦労に対し深 く感謝申し

上げます。
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